
副館長 木曽 正之 

 

  2015年9月から利用の始まった新校舎

アンサンブルシティの入り口とターミナル

Lの入り口は繋がっています。これまで

図書館に来たことのない人はアンサンブ

ルシティに行く途中あるいは帰る途中に

是非図書館に立ち寄ってみてください。 

 図書館入口の右手の「レコメンド・コー

ナー」には新着図書やこの図書館便りで

紹介されている大学と短期大学の先生

による推薦図書も設置されています。 

また、図書館アンケートでの意見を参考

に学生の方のCDの貸出上限数はこれま

での3点から、2016年度から5点に改定さ

れます。 

 

 

また、2016年4月以降スマートフォン、タ

ブレットでナクソス・ミュージック・ライブラ

リーを利用するときに専用アプリは不要

になます。スマートフォン、タブレット付属

のブラウザーでパソコン版とほぼ同様に

利用できるようになります。 

 本学で取り組んでいる教育の質の向上

と追及を求める姿勢は図書館でも常に

継続して実施しています。図書館利用に

あたり不明な点などがあれば図書館ス

タッフや図書館サポーターにお気軽に

お問合せください。 
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【図書】 

書名： 『雅楽を聴く 

     ―響きの庭への誘い 』 

ISBN： 978-4004313021  

著者： 寺内 直子   

出版： 岩波書店（岩波新書1302）  

定価： 720円（税別）  

  

 

 雅楽といえば、「宮廷音楽」で普段生演

奏に接することが難しい、私たちの日常

生活からかけ離れた存在であるといった

イメージが強い。ところが、岩波新書とし

て出版された本書は、そのような雅楽の

イメージを払拭し、生の雅楽を聴いてみ

たくなる１冊である。 

 本書は、雅楽を国内外に普及し、国際

的な視野で研究している寺内直子氏が、

雅楽が鳴り響く場所を「庭」と称し、自身

がそれぞれの「庭」を訪ねてリポートして

いる。まず序章でウォーミングアップとし

て雅楽の基本的な知識（ジャンル、歴

史、楽器、舞、音楽的特徴など）を身に

つけた上で、本章で代表的な「庭」へ散

歩をするといった仕組みになっている。

具体的には、「京都御所」（第１章）、「奈

良 春日若宮おん祭」（第２章）、「大阪 四

天王寺聖霊会」（第３章）、「東京 宮内庁

楽部」（第４章）、「国立劇場」（第５章）の５

つの「庭」を訪ね歩き、その空間に居合
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わせたような感覚を味わうことができる。

京都、奈良、大阪の「庭」は古代から雅

楽と所縁のあった場であるが、東京の

宮内庁楽部と国立劇場は近現代になっ

てから雅楽の「庭」としての機能を有す

る。特に国立劇場は50年程の歴史の中

で、古楽器の復元や廃絶曲の復曲、創

作曲など雅楽の新しい可能性を模索し

てきた点で興味深い。 

 ５つの「庭」を訪ねることによって、伝

統から創作まで雅楽のさまざまな側面

を見ることができる。まず、本書でどのよ

うな「庭」か確認した上で足を運べば、よ

り理解が深まるだろう。そういった意味

で本書は、読者を雅楽の「庭」に一歩近

づけてくれる橋渡しとしての役割が大き

い。  

＜私の推薦図書＞ 

【山本 華子  先生（音楽学部、 音楽学）】 
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＜私の推薦図書＞ 

【加藤 洋子 先生（短期大学）】 

書名：『ぶどうの木  10人の 

    “わが子”とすごした、 

      里親18年の記録 』 

著者：坂本 洋子  

出版社：幻冬舎  

定価：533円（税別） 

ISBN：978-4344404434  

 本著は、子どもを授からなかった夫婦

が里親制度を知り、里親として18年間、

預かった子どもたちと過ごした日々につ

いて記したノンフィクション作品です。日

本には、虐待や経済的問題、疾病な

ど、保護者が何らかの理由により子ども

を養育することができない場合に、社会

が保護者に代わって、子どもたちを育

てていくという「社会的養護」と呼ばれる

システムがあります。「社会的養護」は、

里親のもとで暮らす「家庭養護」と、児

童養護施設や乳児院で暮らす「施設養

護」に大きく分かれています。本著に

は、障がいを持つ子ども、虐待を受けて

いた子ども、保護者の行方が分からな

い子どもを預かり、子育てに奮闘する里

親の姿が描かれています。 

 筆者（里親）が初めて預かった子ども

は、乳児院で暮らしていた3歳の男の子

でした。預かった当初は、乳児院の保

育士と別れたことで情緒的に不安定に

なり、毎日泣いたり大声を出したり落ち

着かない日々が続きました。しかし、里

親の愛情に触れ、徐々に里親の家庭に

馴染んでいきます。小学校に進学する

と予想もしなかった社会の無理解と差

別という壁にぶつかり、男の子は、学校

でクラスメートの物を盗んだり、暴力を振

うなど、様々な問題行動を起こしていき

ます。その後、男の子の行動・精神的状

態が悪化することで、里親の家庭で育

てることが難しくなり、やむなく、施設に

戻すことを児童相談所が決断します。

別れの日に、聖書にある「ぶどうの木」

の話を里親が男の子にして、決して親と

子としての絆はなくならないことを伝えま

す。その後も、その男の子は施設で暮

らしても、里親との関係を持ち続け、彼

にとって里親家庭が、彼を支える心の

「居場所」になります。しかし、17歳の夏

に、バイク事故で彼は不慮の死を遂げ

てしまいます。親子のつながりとは、子

どもを育てることはどういうことなのか、

人とのつながりとは何かを問う本です。 

 保育士は、子育て支援を行う大切な

役割を担っていく専門職でもあります。

里親家庭から、幼稚園・保育園に通っ

てくる子どももいます。厚生労働省は、

虐待等によって保護する子どもが増加

している中、里親を多く増やす取組み

を地域で進めています。 

 本著は、里親制度とは何か、児童相

談所と里親の連携、地域における子育

て支援とは何かを理解するために、保

育者を目指す学生に、一度は手に取っ

て読んでほしい一冊です。  
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【 楽譜検索のコツ（OPACで楽譜を探す）】   
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【楽譜検索のコツ（OPACで楽譜を探す） 】 その２ 
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【楽譜検索のコツ（OPACで楽譜を探す）】  その３  
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【楽譜検索のコツ（OPACで楽譜を探す） 】その４ 
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【図書館からのお知らせ 】 

2016 図書館便り Page 10 

 ○  30席のDVD/ブルーレイ視聴席の機器が更新されました。 

   全席でブルーレイの視聴ができるようになりました。 

発行： 洗足学園音楽大学附属図書館 

    洗足こども短期大学附属図書館 

発行日：2016年3月1日 

（３） DVD/ブルーレイ視聴席について 

（１） 図書館サポーターの利用 

 ○  平成28年度も大学院・大学生による図書館サポーターを実施します。 

   授業日の午後は図書館サポーターがいますので、 

   資料や楽譜等の検索など気楽に相談して 

   図書館をフルに活用してください！ 

 ○  ２階の開架スペースにコース別の書架を設置しました。 

   コース別に図書資料を配架しましたのでコース別の資料が 

   探しやすくなります。 

   自分以外のコースでも興味のあるものを探してみてください。 

（４） コース別書架の設置について 

 ○  2016年4月以降スマートフォン、タブレットでナクソスミュージック 

   ライブラリーを利用するときに専用アプリは不要になます。 

   スマートフォン、タブレット付属のブラウザーでパソコンと同様に 

   利用できます。 

    ※一部非対応のものがありますのでご了承ください。 

（５） ナクソスミュージックライブラリーについて 

 ○  学生のCD貸出点数上限は、2016年4月より5点に改定されます。 

（２） CD貸出点数改定について 
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